
　　　人権尊重宣言都市・くまがや　　　　　　　　　　　　　　   26.  5. １　くまがや市議会だより　第35号

委員会での主な質疑

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　野澤　久夫
副委員長
　黒澤三千夫
委員
　大久保照夫
　新井　昭安
　加賀﨑千秋
　松岡　兵衛
　大嶋　和浩
　関口　弥生

委員長
　閑野　高広
副委員長
　林　　幸子
委員
　栗原　健曻
　礒﨑　　修
　松本貢市郎
　桜井くるみ
　須永　宣延
　杉田　茂実

環
境
産
業
常
任
委
員
会

熊
谷
市
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資
格
を
定

め
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
ま
で
消
防
関
係
で
な
い
職
員
で
消

防
長
と
な
っ
た
例
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
新
市
に
な
っ
た
平
成
19
年
２
月
か
ら
現

在
ま
で
の
７
年
間
で
消
防
長
と
し
て
行
政
部

局
か
ら
異
動
し
た
職
員
は
２
名
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
消
防
総
務
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
教
育

費
）
に
つ
い
て

　
　
学
力
日
本
一
を
目
指
す
と
い
う
形
の
中

で
学
力
向
上
補
助
員
を
増
や
す
と
い
う
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
発
生
す
る
の
か
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
授
業
の
充
実
と
個
別
の
支
援
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
学
力
の
向
上
が
図
れ
る
と
捉
え

て
い
る
。
ク
ラ
ス
の
中
に
は
特
別
な
支
援
が

必
要
な
子
供
も
お
り
、
補
助
員
が
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
ど
こ
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
か
分

か
る
よ
う
な
、
き
め
細
や
か
な
授
業
が
行
え
、

学
力
向
上
の
た
め
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

　
　
企
業
誘
致
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
現
在

ま
で
に
条
例
の
指
定
を
受
け
た
製
造
業
30
社

の
内
訳
で
、
市
外
か
ら
市
内
へ
転
入
し
て
き

た
企
業
は
何
社
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
市
外
か
ら
市
内
へ
の
移
転
は
、
19
年
度

に
４
社
、
20
年
度
に
１
社
、
21
年
度
に
１
社
、

25
年
度
に
１
社
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
企
業
活
動
支
援
課
）

　
　
熊
谷
市
の
小
麦
は
、「
農
林
61
号
」
か
ら

「
さ
と
の
そ
ら
」
に
転
換
し
、
く
ま
が
や
小

麦
の
会
も
Ｐ
Ｒ
に
乗
り
出
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
市
と
し
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
な
い
の
か

伺
い
た
い
。

　
　
こ
の
秋
に
種
を
ま
い
た
小
麦
の
品
種

は
、
「
農
林
61
号
」
か
ら
90
％
近
く
「
さ
と

の
そ
ら
」
に
変
更
に
な
っ
た
。
市
民
協
働
事

業
と
し
て
、
「
さ
と
の
そ
ら
」
の
消
費
拡
大

事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
が
や
小
麦
の
会
が
、

主
に
高
校
生
と
一
緒
に
お
菓
子
づ
く
り
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
を
出
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
製
品
で
、
学
校
の
文
化
祭
や
産
業

祭
等
、
ま
た
駅
の
売
店
コ
ー
ナ
ー
で
「
さ
と

の
そ
ら
」
を
使
っ
た
お
菓
子
が
で
き
た
と
い

っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
い
う
事
業
展

開
を
ま
ず
は
考
え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
農
業
振
興
課
）

熊
谷
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
社
会
教
育
委
員
の
選
出
は
ど
の
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
社
会
教
育
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ

り
、
校
長
会
、
自
治
会
連
合
会
、
婦
人
会
、

民
生
委
員
、
文
化
連
合
、
体
育
協
会
、
公
民

館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
そ
れ
と
知
識
経
験

者
と
い
う
こ
と
で
市
議
会
議
員
等
の
選
出
に

よ
り
構
成
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
社
会
教
育
課
）

熊
谷
市
消
防
関
係
事
務
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
と
は
ど
の
よ

う
な
施
設
が
該
当
す
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
屋
外
に
設
け
た
、
危
険
物
の
貯
蔵
最
大

数
量
が
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
タ
ン
ク
で
、

工
場
等
で
ボ
イ
ラ
ー
や
炉
な
ど
の
燃
料
を
消

費
す
る
た
め
に
貯
蔵
す
る
施
設
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
予
防
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
衛
生

費
・
商
工
費
・
農
林
水
産
業
費
）
に
つ
い
て

　
　
ご
み
の
量
の
割
合
と
し
て
比
較
的
多
い

剪
定
し
た
枝
を
、
焼
却
処
分
せ
ず
に
再
資
源

化
す
る
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
い
た
い
。

　
　
公
園
等
の
公
共
施
設
か
ら
発
生
す
る
剪

定
枝
は
、
直
接
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

搬
入
、
ま
た
市
民
や
事
業
者
か
ら
出
る
剪
定

枝
は
、
市
内
３
カ
所
（
旧
妻
沼
清
掃
セ
ン
タ

ー
、
別
府
農
村
広
場
、
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

西
側
市
有
地
）
に
設
置
し
た
仮
置
き
場
に
搬

入
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

が
回
収
し
、
再
資
源
化
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
廃
棄
物
対
策
課
）

　
　
畜
犬
登
録
等
実
施
事
業
に
つ
い
て
、
案

内
を
何
通
出
し
、
ど
の
く
ら
い
が
予
防
注
射

に
来
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
23
年
度
の
登
録
頭
数
が
１
万
２
，

６
３
８
頭
、
24
年
度
の
登
録
が
１
万
２
，
３

６
６
頭
、
こ
の
頭
数
に
対
し
て
、
狂
犬
病
予

防
注
射
の
案
内
通
知
を
出
し
て
お
り
、
予
防

注
射
の
接
種
率
は
平
成
23
年
度
が
67
・
７
％
、

24
年
度
が
67
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
環
境
衛
生
課
）

せ
ん
て
い

て
い  

し

せ
ん



平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
土
木

費
）
に
つ
い
て

　
　秩
父
鉄
道
の
佐
谷
田
地
区
新
駅
設
置
を

予
定
し
て
い
る
場
所
と
新
駅
設
置
に
向
け
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
昨
年
、
熊
谷
市
、
行
田
市
、
秩
父
鉄
道

の
３
者
で
新
駅
設
置
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
、
新
駅
設
置
予
定
の
場
所
を
熊
谷
市
、

行
田
市
の
行
政
境
、
熊
谷
駅
か
ら
約
３
・
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
と
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
お
お
む
ね
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
本
議

案
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
後
、
熊
谷
市
、
行

田
市
、
秩
父
鉄
道
の
３
者
で
新
駅
設
置
の
覚

書
を
結
ぶ
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
新
年
度
実

施
予
定
の
測
量
設
計
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら

に
費
用
負
担
等
を
含
め
た
協
議
を
実
施
し
、

協
定
書
を
結
び
、
速
や
か
な
事
業
実
施
を
進

め
る
。

（
所
管
課
・
都
市
計
画
課
）

　
　「
暑
さ
対
策
」
藤
の
パ
ラ
ソ
ル
事
業
に

つ
い
て
、
藤
棚
の
施
設
規
模
と
設
置
場
所
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
１
カ
所
当
た
り
の
施
設
規
模
は
、
柱
の

高
さ
が
３
・
５
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
へ
の
張
り

出
し
幅
が
２
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
の
縦
断
的
な

長
さ
方
向
が
４
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
ま

た
、
藤
棚
の
設
置
場
所
は
、
熊
谷
駅
前
通
線

の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
あ
る
大
栄
日
生
熊
谷

ビ
ル
の
交
差
点
の
南
側
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
ず

つ
と
、
駅
前
広
場
交
差
点
の
み
ず
ほ
銀
行
の

前
に
１
カ
所
の
計
３
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
道
路
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
下
水
道
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　
　歳
入
の
公
共
下
水
道
事
業
費
負
担
金
は

深
谷
市
か
ら
の
負
担
金
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
熊
谷
工
業
団
地
は
民
間
の
開
発
行
為
に

よ
り
分
譲
さ
れ
た
工
業
団
地
で
、
深
谷
市

分
の
土
地
が
約
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
深
谷
市
分
の
汚
水
は
熊
谷
公
共
下

水
道
に
取
り
込
ん
で
計
画
が
さ
れ
た
経
過
が

あ
る
。
深
谷
市
か
ら
は
、
熊
谷
公
共
下
水
道

に
流
れ
込
む
こ
の
深
谷
市
分
の
雨
水
・
汚
水

に
つ
い
て
、
熊
谷
市
の
下
水
道
管
渠
整
備
の

建
設
負
担
金
と
維
持
管
理
負
担
金
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

（
所
管
課
・
下
水
道
課
）

委員会での主な質疑

委員長
　守屋　　淳
副委員長
　山田　忠之
委員
　新井　清次
　新井　正夫
　福田　勝美
　富岡　信吾
　森　　新一

都
市
建
設
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委員長
　原口　健二
副委員長
　小池　　厚
委員
　小林　甚一
　松本　富男
　加藤　恒男
　大山美智子
　三浦　和一
　小林　一貫
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ざ
か
い

だ
い
え
い
に
っ
せ
い

か
ん
き
ょ

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
（
民
生

費
）
に
つ
い
て

　
　安
全
な
ま
ち
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
青

パ
ト
の
所
有
台
数
お
よ
び
ど
の
く
ら
い
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
本
庁
舎
に
２
台
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に

１
台
ず
つ
、
計
５
台
を
配
備
し
て
い
る
。
ま

た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
年
間
の
回
数
は
、
平
成

24
年
度
の
実
績
で
は
本
庁
舎
の
青
パ
ト
が

３
５
８
回
、
行
政
セ
ン
タ
ー
で
48
回
、
計

４
０
６
回
実
施
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
安
心
安
全
課
）

　
　重
度
障
害
者
居
宅
改
善
整
備
費
補
助
事

業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
居
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
工
事
な
ら

び
に
電
動
昇
降
機
、
ベ
ッ
ド
か
ら
ト
イ
レ
等

に
移
乗
す
る
リ
フ
ト
の
設
置
等
に
つ
い
て
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
整
備
費
用

の
う
ち
36
万
円
を
上
限
と
し
て
、
そ
の
３
分

の
２
の
24
万
円
ま
で
交
付
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
障
害
福
祉
課
）

熊
谷
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　大
里
第
二
お
よ
び
第
三
保
育
所
に
つ
い

て
、
受
け
入
れ
が
何
人
で
き
る
の
か
、
ま
た

入
所
希
望
者
は
何
人
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
新
年
度
の
入
所
者
は
決
定
し
て
お
り
、

大
里
第
二
保
育
所
は
定
員
80
人
の
と
こ
ろ
53

人
、
大
里
第
三
保
育
所
は
定
員
60
人
の
と
こ

ろ
30
人
、
合
計
で
83
人
で
あ
る
。
ま
た
、
統

合
保
育
所
の
開
設
に
合
わ
せ
、
ゼ
ロ
歳
、
１

歳
児
の
入
所
募
集
を
今
後
行
っ
て
い
く
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

熊
谷
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　県
内
他
市
の
支
給
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　
本
市
を
除
く
県
内
39
市
の
う
ち
、
77
歳

の
喜
寿
で
25
市
、
88
歳
の
米
寿
で
は
31
市
、

99
歳
の
白
寿
で
は
29
市
、
１
０
０
歳
以
上
は

11
市
で
祝
金
を
支
給
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）


